
写真：屋島
提供：（公社）香川県観光協会

よみがえる
【KJKだより】

No.104 令和₄年₁月号



KJKだより

令和₄年の新春を寿ぎ、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。
皆様方には当協会の事業各般に亘り、格別のご理解とご尽力を賜り、厚く御礼申し上げます。
昨年は、あらゆる業界においても年間を通じて一昨年から続く世界的な新型コロナウイルス感染症拡大

への対応に追われた一年でありました。その中にあって、我々の事業目的である地域の生活環境と公衆衛
生の向上への寄与に支障をきたすことなく、適正な維持管理の啓発を含めた浄化槽による地域の生活排水
対策に関し、当協会が感染防止の必要な対策を講じた上で、法定検査をはじめ各事業を着実に進めること
が出来ましたことは、偏に関係者皆様の温かいご支援とご協力の賜物であり、重ねて衷心より厚くお礼申
し上げます。

また昨年、当協会は記念すべき創立50周年という節目の年を迎えることが出来ました。残念ながら、₈
月に予定しておりました記念式典は本年に延期となりましたが、「創立50周年記念表彰式」の挙行、更に
は「創立50周年記念誌」を発行し、皆様のお手元にお届け出来ましたことで、先人先輩方が協会と共に歩
んでこられた足跡を後世に引き継ぎ、また新たな歩みを進めるべく、決意を新たにした所でございます。
それは地域の水環境の守り手としての社会的使命、責任であり、この50周年を機に我々業界の重要性、必
要性を再認識した次第です。

さて、皆様方のご協力により、継続的に電話による受検啓発、検査の効率化等を進めて参りました結
果、11条検査受検率はこのコロナ禍の状況におきましても、令和₂年度受検率が53.9％となり、令和₃年
度におきましても堅調に推移しております。今後も新たな気持ちで更に高い目標に向けて職員一同結束し
て前進して参ります。

令和₂年₄月に施行された改正浄化槽法の趣旨である浄化槽台帳の整備については、これまでも継続的
に進めており、宛先不明や休止施設への実態調査を行い、正確な台帳が維持できるよう努めて参ります。
また、同じく改正浄化槽法に定められた単独処理浄化槽の合併処理浄化槽への転換に関する措置について
は、かねてより具体的な施策の実現が課題とされており、今後、行政関係者様のお力添えも頂きながら、
県民の期待に応えるためにこれを具体化し実現することで、更なる浄化槽の適正な維持管理の推進を図っ
て参ります。このことは、浄化槽が持続可能な循環型社会の構築に重要な役割を担うものとしての地位を
確立する一歩に繋がるものと確信しております。

令和₂年度よりその受講が設置整備補助金交付の要件となった浄化槽設置者講習会は、前年同様、新型
コロナウイルス感染症拡大により、一部代替措置での対応となりましたが、新規感染者数が減少した昨年
10月からは各会場での講習を再開し、現在は事業開始当初の講習会受講者に対する11条検査案内が発出し
始めている状況です。今後はその結果を的確に検証し、適正な維持管理の実施及び受検率の向上へとその
成果を着実に繋げて参りたいと考えております。

同時に、コロナ禍を契機に災害時対策としても重要な施策となり得る業務システムのデジタル化やIT
導入推進に取り組むべく、所内の若手職員を中心としたワーキンググループ会議を立ち上げ協議検討した
結果、電話機能とシステム検索を連動したCTIの導入、連絡事項の電子ノート化、テレワークの試行導入
等の所内施策を実施しました。今後もDX（デジタルトランスフォーメーション）を推し進め、業務効率
化、生産性の向上等を図ると共に、将来的な組織の担い手育成に向けて、事務局組織の一層の体制強化を
図って参ります。

最後になりましたが、会員各位並びに関係者皆様のご健勝と益々のご発展をご祈念申し上げますととも
に、当協会への倍旧のご支援ご協力を賜りますようお願い申し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

新年のごあいさつ
公益社団法人
香川県浄化槽協会



新年を迎え、謹んで新春のお慶びを申し上げ
ます。

皆さま方には、本県の環境行政の推進につい
て、平素から格別のご理解とご協力を賜り、厚
くお礼申し上げます。

さて、香川県は、多島美を誇る瀬戸内海に面
し、讃岐山脈から流れる河川やため池など、身
近に親しめる水環境に恵まれている一方で、温
暖少雨の気候に加え、狭い土地を高度に利用し
ているため、河川などの公共用水域が水質汚濁
の影響を受けやすい状況にあります。

そこで、県では、公共用水域の水質改善と県
民が快適で衛生的な生活を実感できる環境づく
りを目指して、平成28年₃月に、令和₇年度を
目標年次とした「第₄次香川県全県域生活排水
処理構想」を策定し、生活排水処理施設の効率
的かつ計画的な整備に取り組んでいます。

特に、合併処理浄化槽につきましては、本県
における生活排水処理施設の重要な柱の一つ
として、積極的に整備を進めており、令和₂
年度末の合併処理浄化槽の普及率は、全国平均
9.3％を大幅に上回る31.9％となっています。

また、浄化槽が正常に機能するためには、適
正な維持管理が必要であり、浄化槽管理者に
は、保守点検や清掃の実施とともに、法定検査
が義務付けられています。

令和₂年度の11条法定検査の受検率は53.9％
となる見込みであり、指定検査機関である貴協
会の努力により、年々向上しているところで
す。県では、引き続き市町や貴協会と連携しな
がら、構想の実現に向けて、合併処理浄化槽へ
の転換を促進するとともに、より一層の受検率
向上を図りたいと考えております。

貴協会および会員の皆さま方におかれまして
は、社会を支えるために必要不可欠な浄化槽の
適正な設置や維持管理にかかる業務を通じて、
県民の安心で快適な生活環境の確保に、なお一
層のお力添えをいただきますようお願いいたし
ます。

結びに、貴協会の今後ますますのご発展と会
員の皆さま方のご健勝、ご活躍を心から祈念い
たしまして、新年のあいさつといたします。

新年のごあいさつ

香川県環境森林部

部長　木村　士郎
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令和₄年の新春を迎え、謹んで新年の御挨拶
を申しあげます。

皆様方には、平素より本市の生活排水対策の
推進はもとより、市政各般にわたり、格別の御
理解と御協力を賜り、厚く御礼申しあげます。

昨年は、公益社団法人香川県浄化槽協会が、
記念すべき創立50周年を迎えられましたこと、
誠におめでとうございます。

貴協会におかれましては、法定検査を実施す
る県内唯一の検査機関として、浄化槽の普及促
進や維持管理を始め、法定検査の受検推進に関
する各種啓発活動に積極的に取り組まれ、公衆
衛生の向上に多大な御貢献をされておりますこ
とに、深く敬意と感謝の意を表する次第でござ
います。

さて、本市では、「第₄次高松市生活排水対
策推進計画」に基づき、公共下水道と合併処理
浄化槽を両輪とする生活排水処理施設を計画的
かつ効率的に普及することとしておりますが、
本市の汚水処理人口普及率は、全国平均を未だ
下回っている状況であり、特に、下水道事業計
画区域外におきましては、公共用水域の水質汚
濁の原因となっている単独処理浄化槽から合併
処理浄化槽への転換に、積極的に取り組んでい
るところでございます。

また、浄化槽の適正管理に欠かせない第11条
法定検査の受検率は、貴協会の御尽力により、
令和元年度49.2％から令和₂年度52.1％と順調
に向上いたしておりますが、依然としてその更
なる向上が重要な課題であるものと認識してお
ります。

こうした状況の中、合併処理浄化槽への転換
促進、法定検査の受検率向上、浄化槽管理者へ
の啓蒙・啓発活動などに関する更なる取組の推
進には、貴協会を始め、関係業界の皆様方の御
理解と御協力が不可欠であると存じております
ので、本年も何卒よろしくお願い申しあげます。

結びに、貴協会のますますの御発展と会員皆
様の御健勝、御活躍を心から祈念申しあげ、新
年の御挨拶といたします。

新年のごあいさつ

高松市都市整備局

局長　板東　和彦



11月₅日（金）、新型コロナウイルスの影響で延期となっていた憲法記念日各界功労者知事表彰式
が行われた。香川県浄化槽協会理事等として環境衛生の向上に寄与されその功績が顕著であった
と、矢田理事が受賞された。

令和₃年10月₁日（金）に小豆島町、令和₃年10月₅日（火）に善通寺市、令和₃年10月₇日（木）
にさぬき市で、香川県合併処理浄化槽推進協議会は、浄化槽設置整備事業における各市町の担当職
員が実施する完了検査業務が円滑に行われることを目的として、市町職員研修会（現地研修）を実
施した。当協会からは、小豆島町で小西業務部長、宮川検査第₁課長、善通寺市で宮川検査第₁課
長、阿部係長、さぬき市で阿部係長、佐々木主任が講師として出席した。各市町の担当職員の方々
には、今後の業務に役立つ研修会・講習会となった。

KJKだより

おめでとうございます

おめでとうございます

公益社団法人香川県浄化槽協会

理事 矢田　均 氏

憲 法 記 念 日 　 香 川 県 知 事 表 彰

公益社団法人香川県浄化槽協会

副会長 横井　宏之 氏

環境省環境再生・資源循環局長表彰

令和3年度市町職員研修会（現地研修）開催される

小豆島町現地研修 善通寺市現地研修 さぬき市現地研修



令和3年度浄化槽保守点検技術向上現場研修会を開催
令和₃年11月₅日（金）、香川県からの委託事業である浄化槽維

持管理強化指導業務の一環として、浄化槽保守点検業者を対象と
した保守点検技術向上現場研修会を、三木町内にて開催した。

午前中は、講師に公益財団法人日本環境整備教育センター 調
査・研究グループリーダーの仁木 圭三氏を迎え、「小型浄化槽の
構造と維持管理について」をテーマに、三木町文化交流プラザに
て講習を行なった。

また、午後からは現場研修としてJA香川県広域育苗センター三木の浄化槽について、維持管理
を行う上での留意点について説明を行なった。

その後、パックテストを使用して硝酸やアンモニウムを測定する実習を行った。参加者からはた
くさんの質問が飛び交い、大変有意義な現場研修会となった。

10月₁日 令和₃年度市町職員研修会（小豆島町）
10月₂日 浄化槽設置者講習会（綾歌総合文化会館）
10月₄日 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
10月₅日 令和₃年度市町職員研修会（善通寺市）
10月₆日 浄化槽設置者講習会（協会大会議室）
 高松市環境学習（古高松南小学校）
10月₇日 令和₃年度市町職員研修会（さぬき市）
 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
10月14日 不適正浄化槽立入指導（香川県東讃保健福祉事務所）
10月15日 不適正浄化槽立入指導（香川県東讃保健福祉事務所）
10月18日 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
10月21日 第₂回エコアクション21導入セミナー（県庁）
10月26日 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
10月27日 浄化槽管理士研修会（香川県・高松市主催）
10月29日 令和₃年度第₂回理事会
 令和₃年度第₂回会長・副会長会
 法定検査結果検討委員会
11月₂日 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
11月₄日 第₅回業務推進検討WG会議
11月₅日 保守点検業者現場研修会（三木町）
11月₈日 不適正浄化槽立入指導（香川県東讃保健福祉事務所）
11月₉日 不適正浄化槽立入指導（香川県東讃保健福祉事務所）
11月10日 浄化槽設置者講習会（協会大会議室）
 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）

11月12日 高松市環境学習（高松市立川島小学校）
11月15日 建産連理事会及び役員会
11月16日 第₃回エコアクション21導入セミナー（県庁）
11月19日 環境学習（高松市立香西小学校）
11月24日 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
11月25日 第₂回災害対策特別会議
11月26日 環境学習（高松市立三渓小学校）
11月29日 不適正浄化槽立入指導（香川県西讃保健福祉事務所）
12月₁日 浄化槽設置者講習会（協会大会議室）
12月₂日 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
12月₅日 浄化槽設置者講習会（綾歌町アイレックス）
12月₇日 不適正浄化槽立入指導（香川県東讃保健福祉事務所）
12月₉日 第₄回エコアクション21導入セミナー（県庁）
12月10日 浄化槽設置者講習会（中讃保健福祉事務所）
12月13日 浄化槽設置者講習会（高松市ふれあい福祉センター）
12月14日 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
12月16日 浄化槽設置者講習会（観音寺市民会館）
12月17日 不適正浄化槽立入指導（香川県西讃保健福祉事務所）
12月20日 令和₃年度第₃回機関紙編集委員会
12月21日 浄化槽設置者講習会（中讃保健福祉事務所）
 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
12月23日 浄化槽設置者講習会（みとよ未来創造館）
12月28日 仕事納め

協会のうごき 10月〜12月
よみがえる

令和3年度浄化槽管理士研修会開催される
令和₃年10月27日（水）、穴吹学園ホールにて、香川県及び高松市

主催の浄化槽管理士研修会が開催された。講師に、公益財団法人日
本環境整備教育センター 調査・研究グループリーダー 仁木 圭三
氏を迎え、「災害時における浄化槽の被害対策」と題して講演が行
われた。参加者は災害時の浄化槽への対応について、熱心に聴き
入っていた。
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香川県浄化槽協会
ホームページ

水環境出前講座実施
令和₃年10月₆日（水）高松市立古高松南小学校で₄年生118名、令和₃年11月12日（金）高松

市立川島小学校で₄年生75名、令和₃年11月19日（金）高松市立香西小学校で₄年生78名、令和
₃年11月26日（金）高松市立三渓小学校で₄年生96名を対象に、環境学習を実施した。１時限目
は座学として地球の水循環と、私たちの生活の中で使う水の量や、河川や海の汚染原因につい
て説明を行った。また、汚れた水を浄化槽できれいにする仕組みや微生物についても説明し、
休み時間にはタブレットで微生物の動画や浄化槽パネル等を見学してもらった。₂時限目は古
高松南小学校、川島小学校、三渓小学校では近くの川の水でパックテストによるCODや透視
度を測定し水質調査を行った。香西小学校、三渓小学校では水を入れたペットボトルにティッ
シュペーパー、トイレットペーパーを入れてペットボトルを振り、溶け具合の違いを観察し
た。香西小学校ではトイレットペーパーを溶かした水を、手作りのろ過装置に通して水が綺麗
になることを確認した。生徒たちは今日学んだことを授業の最後に発表した。

この水環境出前講座は、高松市都市整備局下水道部下水道業務課が主催する環境学習で、令
和元年度より高松市からの委託事業の一環として当協会が実施しているものである。

古高松南小学校 川島小学校 三渓小学校香西小学校

さ
す
が
に
二
度
目
は
バ
レ
た
。

前
回
お
伝
え
し
た
痛
風
だ
が
、
ほ
ぼ一
年
ぶ
り
に
同
じ
個

所
が
痛
み
出
し
、
取
る
も
の
も
と
り
あ
え
ず
件
の
深
酒
先
生

の
と
こ
ろ
へ
飛
ん
で
行
って
ロ
キ
ソ
ニン
を
貰
って
来
た
の
だ
が
、

迂
闊
に
も
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
出
し
っ
ぱ
な
し
に
し
て
し
ま
い
、

仕
方
な
く
カ
ミ
さ
ん
に
白
状
し
た
次
第
で
あ
る
。
私
の
右
足

と
、
ス
ト
ッ
ク
し
て
あ
る
ビ
ー
ル
を
交
互
に
指
差
し
な
が
ら
何

や
ら
ま
く
し
立
て
る
、
そ
の
電
動
ミ
シ
ン
の
よ
う
に
よ
く
動

く
彼
女
の
口
元
を
成
す
す
べ
も
な
く
見
つ
め
な
が
ら
、
私
は

Ｔ
さ
ん
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
た
。

Ｔ
さ
ん
は
私
よ
り
ひ
と
つ
年
上
で
、
知
人
と
の
飲
み
会
で

知
り
あ
っ
た
。
若
い
こ
ろ一家
で
英
国
ロ
ン
ド
ン
で
の
在
住
経
験

が
あ
り
、
現
地
で
日
本
語
学
校
の
講
師
を
務
め
て
い
た
そ
う

だ
。
本
場
の
ス
コッ
チ
を
は
じ
め
と
す
る
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ク
ラ

フ
ト
ビ
ー
ル
な
ど
に
深
い
造
詣
が
あ
り
、
な
か
な
か
ダ
ン
デ
ィ

な
御
仁
で
あ
る
。
昭
和
を
代
表
す
る
名
ド
ラ
マ
、「
太
陽
に

ほ
え
ろ
！
」
に
出
て
い
た
、
故
・
沖
雅
也
さ
ん
演
ず
る
“
ス

コッ
チ
刑
事
”
を
太
ら
せ
て
白
髪
に
し
て
ジ
イ
さ
ん
に
し
て
腰

痛
持
ち
に
し
た
く
ら
い
ダ
ン
デ
ィ
で
あ
る
。

「
と
い
う
こ
と
は
Ｔ
さ
ん
、
英
語
ペ
ラ
ペ
ラ
？
」

「
ま
あ
、
だ
い
た
い
解
る
」

「
だ
い
た
い
解
る
」
と
い
う
英
語
力
で
講
師
が
務
ま
る
の

か
、
と
も
思
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
日
本
語
教
室
で
は
全
部
日

本
語
で
授
業
を
す
る
の
で
大
丈
夫
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
当
だ
ろ
う
か
。
帰
国
し
て
か
ら
は
自
宅
を
増
築
し
て
英

会
話
教
室
を
開
い
て
い
た
そ
う
だ
が
、「
だ
い
た
い
解
る
」
英

語
力
で
大
丈
夫
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
英
語
は
女
房
が
教
え
て
い
た
。」
…
そ
う
で
あ
る
。

そ
の
Ｔ
さ
ん
か
ら
離
婚
し
た
、
と
聞
か
さ
れ
た
の
は
コ
ロ
ナ

過
の一年
ほ
ど
前
だ
ろ
う
か
。
所
謂
熟
年
離
婚
で
あ
る
。
当

初
は
さ
す
が
に
落
ち
込
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
先
祖
に
ラ
テ
ン

系
の
血
筋
の
人
で
も
い
た
の
か
、
何
事
に
も
前
向
き
な
彼
は
立

ち
直
り
は
早
かった
。
お
酒
と
同
じ
く
ら
い
旅
行
が
好
き
、
と

言
って
い
た
彼
は
趣
味
と
実
益
を
兼
ね
て一念
発
起
、
大
型
二

種
免
許
を
取
って
長
距
離
バ
ス
の
運
転
手
に
転
職
し
て
し
ま
っ

た
の
だ
。
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
は
仕
事
で
行
く
先
々
の
写
真

を
楽
し
気
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
ア
ッ
プ
し
て
い
た
も
の
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
飽
き
足
ら
ず
、
酒
好
き
の
彼
は
酒
屋
さ
ん
や
蔵
元
が

主
催
す
る
試
飲
会
、
酒
の
会
等
に
も
足
し
げ
く
通
い
、
自
身

も
怪
し
げ
な
飲
み
会
を
主
催
し
て
い
た
が
、
そ
う
いっ
た
人
脈

を
生
か
し
て
「
蔵
元
杜
氏
体
験
・
日
本
酒
試
飲
ツ
ア
ー
」
な

る
も
の
を
自
ら
企
画
・
立
案
し
、
実
現
さ
せ
て
し
ま
っ
た
の

だ
。
そ
し
て
ツ
ア
ー
の
成
功
を
足
掛
か
り
に
、
全
国
各
地
の

酒
蔵
見
学
ツ
ア
ー
も
目
論
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
だった
。

企
画
第
一弾
は
高
知
の
銘
蔵
元
、
日
帰
り
で
は
あ
る
が
鰻

の
名
店
で
の
試
飲
会
、
新
酒
の
お
土
産
付
き
、
し
か
も
リ
ー

ズ
ナ
ブ
ル
な
お
値
段
、
と
正
に
言
う
事
な
し
の
ツ
ア
ー
で
あ

る
。
当
初
「
杜
氏
体
験
ね
ぇ
…
」
と
あ
ま
り
乗
り
気
で
は

な
か
っ
た
カ
ミ
さ
ん
だ
が
、

「
お
昼
は
ウ
ナ
…
「
行
く
！
」

「
し
か
も
飲
み
ほ
う
だ
…
「
行
く
!!
」

と
か
ぶ
せ
気
味
に
即
答
し
た
も
の
で
あ
る
。

ツ
ア
ー
は
即
日
完
売
、
満
員
御
礼
と
な
り
、
上
々
の
滑
り

出
し
と
な
っ
た
。
バ
ス
は
高
松
を
出
発
、
途
中
乗
客
を
拾
い

な
が
ら
、
最
終
組
で
あ
る
私
た
ち
の
待
つ
善
通
寺
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ルへ
と
Ｔ
さ
ん
が
颯
爽
と
ハン
ド
ル
を
操
る
ツ
ア
ー
バ
ス
が

現
れ
る
…
は
ず
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
予
定
時
刻
に
な
っ
て
も
バ
ス
は
来
な
い
。
10
分

経
ち
、
20
分
経
って
も
来
な
い
。
ま
あ
、
遅
刻
し
て
く
る
乗

客
も
い
る
だ
ろ
う
と
思
って
い
る
う
ち
に
よ
う
や
く
バ
ス
は
到

着
、
や
れ
や
れ
、
と
乗
り
込
ん
だ
が
、
な
ん
と
Ｔ
さ
ん
は
運

転
手
で
な
く
添
乗
員
で
あ
っ
た
。
さ
て
は
Ｔ
さ
ん
、
こっ
そ
り

飲
む
つ
も
り
や
な
、
と
合
点
し
た
と
こ
ろ
で
ツ
ア
ー
は
出
発

し
た
が
、
Ｔ
さ
ん
、
な
ん
だ
か
元
気
が
な
い
。

初
め
て
の
杜
氏
体
験
も
面
白
く
、
鰻
の
コ
ー
ス
を
肴
に
頂

く
新
酒
も
大
変
お
い
し
く
、
大
満
足
の
ツ
ア
ー
だ
っ
た
が
、

Ｔ
さ
ん
は
最
後
ま
で
お
酒
を
口
に
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

さ
て
は
Ｔ
さ
ん
、
ど
こ
か
身
体
を
壊
し
た
の
か
も
し
れ
な

い
、
深
酒
先
生
を
紹
介
し
な
く
て
は
、
と
思
っ
て
い
た
が
、

後
日
に
な
って

「
Ｔ
さ
ん
、
ク
ビ
に
な
っ
た
ら
し
い
で
」

と
聞
か
さ
れ
て
びっ
く
り
し
た
。
な
ん
で
も
、
あ
の
ツ
ア
ー

の
前
日
飲
み
過
ぎ
て
当
日
の
乗
車
前
の
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェッ
ク

に
ひっ
か
か
っ
た
ら
し
く
、
急
遽
乗
務
員
の
交
代
や
な
ん
や
で

出
発
が
遅
れ
た
ら
し
い
の
だ
。
本
人
は
責
任
を
取
って
自
分

か
ら
辞
め
た
、
と
言
って
い
る
と
の
こ
と
だ
が
…
。

こ
う
し
て
、
Ｔ
さ
ん
の
企
画
ツ
ア
ー
は
第一回
目
を
も
って
め

で
た
く
終
了
と
相
成
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

再
び
、
当
初
は
落
ち
込
ん
で
い
た
よ
う
だ
が
、
ラ
テ
ン
系
の

血
を
引
く
に
違
い
な
い
Ｔ
さ
ん
は
常
に
前
向
き
で
あ
る
。
現

在
は
違
う
バ
ス
会
社
に
就
職
し
、
長
距
離
で
は
な
く
な
っ
た

が
、
路
線
バ
ス
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
転
し
、
コ
ロ
ナ
で
仕
事

が
な
い
時
も
休
業
補
償
が
出
た
こ
と
を
こ
れ
幸
い
と
夜
な
夜

な
怪
し
い
酒
の
会
を
催
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
…
。

「
ち
ょ
っ
と
、
人
の
話
聞
い
て
る
の
！
」

我
に
返
る
と
カ
ミ
さ
ん
が
こ
ち
ら
を
睨
ん
で
い
る
。
そ
の
眼

が
休
・
肝
・
日
と
言
って
い
る
。

や
れ
や
れ
…
。
Ｔ
さ
ん
が
羨
ま
し
い
、
と
い
う
言
葉
を
す

ん
で
の
と
こ
ろ
で
飲
み
込
ん
だ
。

今
日
も
窓
の
外
は
透
き
通
る
よ
う
な
青
空
だ
。
今
年
も

頑
張
る
ぞ
ー
！

と
い
う
わ
け
で
、
皆
さ
ん
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 
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（
㈲
小
豆
島
設
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業
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